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邑
久
長
島
大
橋
が
５
月
９
日
に

開
通
30
周
年
を
迎
え
、
長
島
愛
生

園
、
邑
久
光
明
園
と
入
所
者
自
治

会
に
よ
る
記
念
式
典
が
長
島
側
の

橋
の
た
も
と
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
両
園
の
自
治
会
長
を
は
じ
め
出

席
者
の
あ
い
さ
つ
で
は
、
隔
離
政

策
か
ら
の
解
放
を
象
徴
し
「
人
間

回
復
の
橋
」
と
呼
ば
れ
る
こ
の
橋

の
、
昭
和
46
年
か
ら
昭
和
63
年
ま

で
の
17
年
間
に
も
及
ぶ
、
困
難
を

極
め
た
架
橋
運
動
が
語
ら
れ
て
い

ま
し
た
。
そ
し
て
、
人
権
侵
害
の

歴
史
が
二
度
と
繰
り
返
さ
れ
ぬ
よ

う
今
後
も
力
を
合
わ
せ
て
い
く
こ

と
が
必
要
で
あ
る
と
訴
え
ら
れ
て

い
ま
し
た
。

　
平
成
29
年
11
月
、長
島
愛
生
園
、

邑
久
光
明
園
、
大
島
青せ

い
し
ょ
う
え
ん

松
園
（
高

松
市
）
の
瀬
戸
内
３
園
の
世
界
遺

     A
dm
inistrative  Report

   
行 
政 

報 

告

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ

　

不
特
定
多
数
の
人
が
通
常
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
経
由
で
他
の

人
々
や
組
織
に
財
源
の
提
供
や

協
力
な
ど
を
行
う
こ
と
。

　

発
明
品
の
開
発
や
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
へ
の
貸
し
付
け
な
ど
、
幅

広
い
分
野
へ
の
出
資
に
活
用
さ

れ
て
い
る
。

産
登
録
を
目
指
す
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

「
ハ
ン
セ
ン
病
療
養
所
世
界
遺
産

登
録
推
進
協
議
会
」
が
発
足
し
、

世
界
遺
産
登
録
に
向
け
た
歴
史
的

建
造
物
の
保
存
な
ど
に
関
す
る
協

議
や
隔
離
政
策
が
も
た
ら
し
た
人

権
侵
害
と
地
域
社
会
へ
の
影
響
な

ど
の
検
証
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　
市
と
し
て
は
、
こ
れ
ら
の
事
業

に
対
す
る
ク

※

ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ

ン
グ
に
よ
る
財
政
支
援
だ
け
で
な

く
、
さ
ま
ざ
ま
な
教
育
の
場
を
通

市  

長  

か  

ら

　
平
成
30
年
２
月
ま
で
に
沿
線
自

治
会
を
通
じ
て
行
っ
た
ア
ン
ケ
ー

ト
で
は
、そ
れ
ぞ
れ
の
路
線
で「
市

営
バ
ス
の
運
行
を
知
っ
て
い
る
」

と
し
た
人
が
８
割
以
上
に
上
り
ま

し
た
が
、「
市
営
バ
ス
に
乗
っ
た

こ
と
が
あ
る
」
と
い
う
人
は
３
路

線
平
均
で
１
割
余
り
と
、
ま
だ
ま

だ
ご
自
分
で
移
動
す
る
手
段
を
お

持
ち
の
人
が
多
い
と
い
う
結
果
が

出
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
今
後
も
高
齢
化
が
進

ＤＭＯは、各地域の観光資源を広域的に結び付ける
役割を果たします

す
が
、
ゲ
リ
ラ
豪
雨
や
地
震
な
ど

に
よ
る
大
規
模
災
害
が
頻
繁
に
発

生
し
て
い
る
状
況
下
に
お
い
て
、

共
助
の
中
心
的
存
在
で
あ
る
消
防

団
は
非
常
に
重
要
な
役
割
を
担
っ

て
い
ま
す
。
市
と
し
て
も
今
後
も

団
員
確
保
や
消
防
団
活
動
に
対

し
、
積
極
的
な
支
援
を
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

市
営
バ
ス
の
運
行
状
況

　
平
成
29
年
11
月
１
日
か
ら
市
内

３
路
線
で
運
行
を
開
始
し
た
市
営

バ
ス
の
運
行
状
況
に
つ
い
て
、
運

行
開
始
か
ら
平
成
30
年
４
月
末
ま

で
の
乗
客
数
は
、
３
路
線
合
計
で

２
、７
６
６
人
、
一
便
当
た
り
の

平
均
乗
車
人
数
は
、
１・
０
人
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
路
線
ご
と
の
乗
車
人
数
は
、
牛

窓
〜
邑
久
駅
線
１
、０
６
７
人
、

西
脇
〜
邑
久
駅
線
４
４
７
人
、
美

和
線
１
、２
５
２
人
で
し
た
。

じ
、
人
権
に
対
す
る
正
し
い
知
識

を
広
め
、
議
会
の
皆
さ
ん
、
市
民

の
皆
さ
ん
と
と
も
に
人
権
問
題
に

向
き
合
う
社
会
を
作
る
こ
と
に
貢

献
し
て
い
く
所
存
で
す
の
で
、
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
ま
た
、
岡
山
県
消
防
学
校
で
５

月
20
日
、
第
65
回
岡
山
県
消
防
操

法
訓
練
大
会
が
開
催
さ
れ
、
瀬
戸

内
市
を
代
表
し
て
出
場
し
た
長
浜

分
団
が
小
型
ポ
ン
プ
操
法
の
部
に

お
い
て
、
瀬
戸
内
市
と
し
て
過
去

最
高
の
第
３
位
の
栄
誉
に
輝
き
ま

し
た
。

　
さ
ら
に
出
場
選
手
の
う
ち
２
番

員
の
団
員
が
、
瀬
戸
内
市
消
防
団

と
し
て
は
初
め
て
優
秀
選
手
と
し

て
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。
今
回
の

結
果
は
、
選
手
が
年
間
通
じ
て

行
っ
て
き
た
厳
し
い
訓
練
と
、
そ

れ
を
支
え
て
き
た
消
防
団
関
係
者

の
努
力
の
た
ま
も
の
で
す
。

　
近
年
全
国
的
に
消
防
団
員
の
確

保
が
困
難
な
状
況
と
な
っ
て
い
ま

瀬
戸
内
市
民
病
院
の

患
者
数
の
状
況

　
平
成
29
年
度
の
患
者
数
は
、
入

院
が
３
５
、０
８
３
人
で
平
成
28

年
度
と
比
較
し
て
５
、３
２
２
人

の
増
加
、
１
日
平
均
96
・
１
人
で

病
床
稼
働
率
は
87
・
３
％
と
な
り

ま
し
た
。

　
ま
た
、
外
来
が
４
８
、６
３
８

人
で
平
成
28
年
度
と
比
較
し
て

３
、５
５
０
人
の
増
加
、
１
日
平

均
１
９
９・３
人
と
な
り
ま
し
た
。

　
平
成
30
年
度
は
、
１
日
平
均
入

院
患
者
数
１
０
０
人
、
病
床
稼
働

率
90
・
９
％
、
１
日
平
均
外
来
患

者
数
２
３
０
人
を
目
標
と
し
て
運

営
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

税
者
の
利
便
性
向
上
に
努
め
て
い

き
ま
す
。

ハ
ン
セ
ン
病
療
養
所
世
界
遺
産

登
録
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
「
ハ
ン
セ
ン
病
療
養
所
世
界
遺

産
登
録
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の

名
称
で
認
定
申
請
を
行
っ
て
い

た
、
企

※

業
版
ふ
る
さ
と
納
税
を
活

用
し
た
地
域
再
生
計
画
は
、
４
月

に
内
閣
府
の
認
定
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　
計
画
認
定
に
基
づ
き
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
が
実
施
す
る
学
術
調
査
事
業

な
ど
を
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

産
後
母
子
支
援
事
業

　
産
後
う
つ
の
予
防
や
新
生
児
へ

の
虐
待
予
防
な
ど
を
図
る
観
点
か

ら
、
産
後
間
も
な
い
時
期
の
産
婦

に
対
す
る
健
康
診
査
の
重
要
性
が

指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。こ
の
た
め
、

平
成
30
年
10
月
か
ら
国
の
補
助
事

業
を
活
用
し
て
、産
婦
健
康
診
査
、

産
後
ケ
ア
事
業
を
導
入
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　
産
婦
健
康
診
査
事
業
に
つ
い
て

は
、
健
診
に
係
る
費
用
を
助
成
す

む
と
い
う
状
況
を
見
据
え
、
引

き
続
き
公
共
交
通
の
利
用
促
進

を
図
っ
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す

の
で
、「
瀬
戸
内
市
地
域
公
共
交

通
網
形
成
計
画
」
に
基
づ
き
、
未

導
入
エ
リ
ア
へ
の
新
た
な
公
共
交

通
の
導
入
検
討
な
ど
、
引
き
続
き

公
共
交
通
不
便
地
域
の
解
消
を
進

め
、
外
出
機
会
の
増
加
に
よ
る
健

康
増
進
、
地
域
経
済
の
活
性
化
な

ど
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

市
民
税
な
ど
の

コ
ン
ビ
ニ
収
納
の
推
進

　
平
成
30
年
度
か
ら
、
固
定
資
産

税
、
軽
自
動
車
税
、
市
民
税
、
国

民
健
康
保
険
税
、
介
護
保
険
料
お

よ
び
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の

普
通
徴
収
分
と
し
て
、
１
件
30
万

円
未
満
の
も
の
は
、
コ
ン
ビ
ニ
で

の
納
付
が
可
能
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
４
月
に
納
税
通
知
を
行
っ
た
固

定
資
産
税
で
は
、
５
月
７
日
現
在

で
窓
口
納
付
１
０
、０
１
８
件
中
、

８
０
８
件
が
コ
ン
ビ
ニ
納
付
と
な

り
ま
し
た
。

　

今
後
も
広
報
紙
・
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
な
ど
で
Ｐ
Ｒ
を
進
め
、
納

　
Ｄ
Ｍ
Ｏ
（
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ

ン
・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
／
マ
ネ
ー

ジ
メ
ン
ト
・
オ
ー
ガ
ニ
ゼ
ー
シ
ョ

ン
）
は
、
各
市
町
に
点
在
す
る
地

域
資
源
、
歴
史
や
文
化
コ
ン
テ
ン

ツ
な
ど
の
収
集
・
整
理
を
行
い
、

主
に
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
向
け
の
観
光

資
源
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域

を
広
域
的
に
結
び
付
け
る
役
割
を

果
た
し
、「
観
光
地
づ
く
り
の
舵

取
り
役
を
担
う
法
人
」
と
な
る
こ

と
を
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
市
で
は
、
こ
の
吉
井
川
流
域
Ｄ

Ｍ
Ｏ
の
事
業
に
期
待
を
し
つ
つ
、

今
後
も
３
市
町
で
協
力
し
、
し
っ

か
り
と
し
た
チ
ェ
ッ
ク
も
し
な
が

ら
、
こ
の
「
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
対
策

と
し
て
の
広
域
連
携
事
業
」
に
関

与
し
て
い
き
ま
す
。

る
こ
と
で
、
産
後
の
初
期
段
階
に

お
け
る
母
子
に
対
す
る
支
援
を
強

化
し
、
妊
娠
期
か
ら
子
育
て
期
に

わ
た
る
切
れ
目
な
い
支
援
体
制
を

整
備
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

　
ま
た
、
産
後
ケ
ア
事
業
に
つ
い

て
は
、
産
後
に
心
身
の
不
調
や
育

児
不
安
な
ど
が
あ
る
退
院
直
後
の

母
子
を
対
象
と
し
、
産
婦
人
科
病

院
な
ど
の
空
き
ベ
ッ
ド
を
活
用

し
、
休
養
の
機
会
を
提
供
す
る
と

と
も
に
、
不
安
軽
減
の
た
め
の
心

理
的
ケ
ア
や
育
児
に
関
す
る
指
導

な
ど
を
実
施
し
、
産
後
も
安
心
し

て
子
育
て
が
で
き
る
支
援
体
制
を

確
保
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

吉
井
川
流
域
Ｄ
Ｍ
Ｏ
の

進
捗
状
況

　
本
市
と
赤
磐
市
、
和
気
町
の
２

市
１
町
で
進
め
て
い
た
吉
井
川
流

域
Ｄ
Ｍ
Ｏ
は
、
設
立
準
備
会
に
お

い
て
、
有
識
者
の
意
見
を
踏
ま
え

た
慎
重
な
議
論
と
関
係
者
と
の
調

整
を
重
ね
、
５
月
30
日
に
一
般
社

団
法
人
吉
井
川
流
域
Ｄ
Ｍ
Ｏ
と
し

て
、
第
１
回
目
の
理
事
会
を
開
催

し
、
正
式
に
そ
の
業
務
を
ス
タ
ー

ト
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

平
成
30
年
６
月
市
議
会
定
例
会
が
６
月
４
日
に
開
会
さ
れ
、
市
長
と
教
育
長
が
行
政
報
告
を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
ペ
ー
ジ
か
ら
は
、
そ
の
要
旨
を
紹
介
し
ま
す
。
な
お
全
文
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
紹
介
し
て
い
ま
す
。

邑久長島大橋開通 30 周年記念式典

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税

　

内
閣
府
の
認
定
を
受
け
た
地

方
公
共
団
体
が
行
う
地
方
創
生

の
取
り
組
み
に
対
し
て
寄
附
を

し
た
企
業
に
、
税
額
控
除
の
優

遇
措
置
が
な
さ
れ
る
制
度
。

　

ま
ず
地
方
公
共
団
体
が
当
該

取
り
組
み
に
係
る
地
域
再
生
計

画
を
作
成
し
、
内
閣
府
に
事
業

内
容
を
認
定
し
て
も
ら
う
必
要

が
あ
る
。

用
語
の
解
説
・
備
考
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平成 29年度瀬戸内市応援寄附
（ふるさと納税）実績報告

　ふるさと納税とは、自分の生まれ育った
ふるさとの自治体や応援したい自治体に寄
附を行う制度です。
　寄附は、出身地に限らず、全国どこの自
治体に対しても行うことができます。

ふるさと納税とは？

寄附金の使い道 件数（件） 金額（円）
  ①産業の振興に関する事業 635　 14,073,000　

  ②自然または環境の保全に関する事業 1,236　 23,132,002　

  ③医療または福祉の充実に関する事業 791　 27,879,000　

  ④教育、文化またはスポーツの振興に関する事業 1,026　 27,686,000　

  ⑤安全・安心なまちづくりに関する事業 208　 3,321,000　

  ⑥人権に関する事業 142　 5,235,000　

  　市長におまかせ 2,006　 41,299,000　

合　計 6,044　 142,625,002　

kirei なモノ・コト・トコ発見発信事業（セトフェスの音楽ライブ）

　秘書広報課　☎０８６９-２４ - ７０９５問

いただいた寄附金は「瀬戸内市応援基金」に積み立て、　
寄附金の使い道に沿った６つの事業に活用しています（下表参照）。

kirei なモノ・コト・トコ発見発信事業（セトフェスの音楽ライブ）kirei なモノ・コト・トコ発見発信事業（セトフェスの音楽ライブ）

○産業の振興に関する事業
　・kirei なモノ・コト・トコ発見発信事業
　　　　　　　　　　　　　5,000,000 円
　・有害鳥獣等捕獲補助事業　1,982,000 円

○自然または環境の保全に関する事業
　・資源ごみ回収団体報奨金　4,206,000 円
　・公共施設 CO2 排出削減対策モデル事業
　　　　　　　　　　　　  11,757,000 円
　・ごみ集積所設置補助金　1,100,000 円

○医療または福祉の充実に関する事業
　・小児医療給付費　単市拡大分　11,947,000 円
　・医療機器整備事業　7,020,000 円
　・保育園備品購入費　1,632,000 円

平成 29年度の主な使い道

セットちゃん

○教育、文化またはスポーツの振興に関する事業
　・学校力向上事業　2,253,000 円
　・セーリング振興活動補助金　2,452,000 円
　・幼稚園、小学校外国人講師派遣事業　5,790,000 円
　・牛窓海遊文化館管理運営事業　802,000 円
　・図書館管理運営事業（図書整備）　731,000 円

○安全・安心なまちづくりに関する事業
　・空家等対策事業　1,240,000 円
　・防犯灯整備工事費　464,000 円

・医療機器整備事業　7,020,000 円
・保育園備品購入費　1,632,000 円
・医療機器整備事業　7,020,000 円・医療機器整備事業　7,020,000 円
・保育園備品購入費　1,632,000 円

ぐ
取
り
組
み
を
通
し
て
、
生
涯
学

習
の
機
会
の
さ
ら
な
る
充
実
を
図

る
と
と
も
に
、
歴
史
・
文
化
の
保

存
・
継
承
に
努
め
ま
す
。

　
特
に
、
地
域
の
特
色
あ
る
資
源

を
活
用
し
た
事
業
や
体
験
型
学
習

の
機
会
の
充
実
、
社
会
教
育
施
設

や
関
連
機
関
と
の
連
携
事
業
、
ま

た
市
民
の
皆
さ
ん
と
の
協
働
事
業

な
ど
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

学
校
教
育
の
充
実

　

学
習
指
導
要
領
の
改
訂
に
よ

り
、「
特
別
の
教
科　
道
徳
」
に

つ
い
て
小
学
校
が
平
成
30
年
度
、

中
学
校
が
平
成
31
年
度
、
小
学
校

に
お
け
る
外
国
語
が
平
成
32
年
度

に
そ
れ
ぞ
れ
教
科
化
さ
れ
ま
す
。

こ
の
動
向
を
踏
ま
え
、
教
育
委
員

会
で
は
、「
道
徳
の
時
間
の
充
実
」、

「
外
国
語
教
育
の
充
実
」
お
よ
び

「
教
育
の
情
報
化
の
推
進
」
の
３

つ
の
研
究
事
業
の
実
践
校
と
し
て

小
学
校
３
校
、
中
学
校
１
校
を
指

定
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
事
業
に
よ
る
研
究
成

果
は
、
地
域
や
校
種
を
越
え
て
市

内
全
域
で
共
有
し
、
日
々
の
授
業

実
践
の
質
を
向
上
さ
せ
る
た
め
の

第１回夢二コンクールの様子

研
修
に
反
映
し
て
い
き
ま
す
。
こ

れ
ら
の
取
り
組
み
は
生
徒
指
導
、

特
別
支
援
教
育
の
充
実
と
併
せ

て
、
新
し
い
時
代
に
求
め
ら
れ
る

資
質
・
能
力
を
子
ど
も
た
ち
に
育

む
こ
と
を
狙
い
と
し
て
い
ま
す
。

夢
二
の
ふ
る
さ
と

芸
術
交
流
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　

２
年
目
と
な
る
平
成
30
年
度

は
、
夢
二
の
ふ
る
さ
と
芸
術
交
流

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実
行
委
員
会
を
中

心
に
、
第
２
回
夢
二
コ
ン
ク
ー
ル

や
プ
レ
ミ
ア
ム
コ
ン
サ
ー
ト
を
実

施
し
ま
す
。
市
民
枠
と
し
て
夢
二

に
ち
な
ん
だ
関
連
イ
ベ
ン
ト
を
一

般
募
集
し
て
お
り
、
市
民
の
皆
さ

ん
と
と
も
に
コ
ン
ク
ー
ル
を
盛
り

上
げ
ま
す
。

　
ま
た
、
市
民
の
皆
さ
ん
と
の
協

働
事
業
の
一
環
と
し
て
、
夢
二
生

備
前
長
船
刀
剣
博
物
館
で

特
別
展
を
開
催

　
博
物
館
で
は
、
６
月
29
日
か
ら

『
開
館
35
周
年
記
念　
日
本
美
術

刀
剣
保
存
協
会　
岡
山
県
支
部　

創
立
70
周
年　
特
別
展
「
古
今
東

西
刀
匠
・
職
方
列
伝
パ
ー
ト
Ⅱ
」』

を
開
催
し
ま
す
。

　
教
育
委
員
会
で
は
、
瀬
戸
内
市

の
教
育
大
綱
の
５
つ
の
重
点
施
策

を
柱
と
し
て
、
教
育
行
政
を
推
進

し
ま
す
。

　
学
校
教
育
に
お
い
て
は
、
学
ぶ

こ
と
は
楽
し
い
、
も
っ
と
学
び
た

い
と
思
う
子
ど
も
た
ち
が
増
え
、

「
求
め
ら
れ
る
資
質
・
能
力
」
が

一
人
一
人
に
身
に
付
く
よ
う
、
学

び
の
基
本
で
あ
る
授
業
の
改
善
お

よ
び
そ
れ
を
支
え
る
教
育
環
境
の

改
善
を
推
進
し
ま
す
。

　
特
に
、
学
力
向
上
を
図
る
た
め

各
学
校
に
お
け
る
授
業
改
善
を
推

進
す
る
と
と
も
に
、
教
育
委
員
会

事
務
局
と
し
て
も
各
学
校
へ
の
指

導
・
支
援
の
充
実
を
図
っ
て
い
き

ま
す
。

　
ま
た
、
道
徳
お
よ
び
小
学
校
で

の
外
国
語
の
教
科
化
、
各
学
校
段

階
の
円
滑
な
接
続
、
特
別
支
援
教

育
の
充
実
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。

　
社
会
教
育
に
関
し
て
は
、
知
の

拠
点
と
し
て
の
市
民
図
書
館
と
活

動
の
拠
点
で
あ
る
公
民
館
を
つ
な

教
育
長
か
ら

　

今
回
の
特
別
展
で
は
、「
友と
も
な
り成

」

や
「
長
光
」
な
ど
備
前
を
代
表
す

る
太
刀
や
「
国く
に
と
し俊
」
の
脇わ
き
ざ
し指
な
ど

国
内
の
名
品
を
県
内
外
か
ら
40
口ふ
り

程
度
展
示
し
ま
す
。

▽
開
催
期
間　

６
月
29
日
（
金
）

　

〜
９
月
２
日
（
日
）

※
休
館
日
は
毎
週
月
曜
日
。
月
曜

　

が
祝
日
の
場
合
は
翌
日
が
休
館

　

日
。
た
だ
し
、８
月
13
日
（
月
）

　

は
開
館
し
ま
す
。

▽
開
館
時
間　

午
前
９
時
〜
午
後

　

５
時
（
入
館
は
午
後
４
時
30
分

　

ま
で
）

▽
場
所　

備
前
長
船
刀
剣
博
物
館

▽
入
館
料　

一
般
５
０
０
円
、
大

　

学
・
高
校
生
３
０
０
円
、
中
学

　

生
以
下
無
料
、
団
体
（
20
人
以

　

上
）
割
引
あ
り

　

備
前
長
船
刀
剣
博
物
館

☎
０
８
６
９-

６
６-

７
７
６
７

問

誕
月
の
９
月
に
は
市
民
グ
ル
ー
プ

に
よ
る
夢
二
の
人
形
劇
上
演
と
夢

二
郷
土
美
術
館
の
学
芸
員
の
解
説

に
よ
る
対
話
型
絵
画
鑑
賞
会
を
開

催
し
ま
す
。

　
会
場
で
は
市
民
製
作
の
夢
二
に

関
す
る
作
品
の
展
示
も
行
い
、
音

楽
だ
け
で
な
く
、
夢
二
に
関
す
る

イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
て
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
盛
り
上
げ
、
芸
術
文
化
に

よ
る
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
目

指
し
ま
す
。

国
宝
「
太
刀　

無
銘
一
文
字

（
山
鳥
毛
）」
購
入
を
目
指
し
て

　
５
月
28
日
の
議
会
全
員
協
議
会

お
よ
び
２
回
の
総
務
文
教
常
任
委

員
会
で
、
岡
山
県
内
の
個
人
が
所

有
す
る
国
宝
「
山さ

ん
ち
ょ
う
も
う

鳥
毛
」
を
、
ふ

る
さ
と
納
税
制
度
を
活
用
し
た
ク

ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
に
よ
り

購
入
を
目
指
す
こ
と
な
ど
を
説
明

し
ま
し
た
。

　
今
後
は
、
で
き
る
だ
け
早
急
に

外
部
評
価
委
員
会
を
開
催
し
、
瀬

戸
内
市
が
国
宝
を
購
入
す
る
こ
と

の
意
義
お
よ
び
資
産
価
値
の
評
価

に
つ
い
て
意
見
を
聴
取
す
る
予
定

に
し
て
い
ま
す
。

　市では、「ふるさと納税制度」がスタートした平
成 20 年から「瀬戸内市応援寄附条例」に基づいて、
いただいた寄附金を寄附者の意向に沿った事業に活
用しています。
　平成 29 年度に全国の寄附者から本市へ寄せられ
た寄附金は、総額１億 4,262 万 5 千円でした。

【平成 29年度の実績】
 （平成 29 年４月１日～
　　   平成 30 年３月 31 日）

 寄附件数
　 6,044 件
 寄附金額
　 １億 4,262 万 5千円

全国 47都道府県の皆さんから１億 4,262 万 5千円のご寄附をいただきました




